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Cefoperazone(CPZ, T-1551)の 各種臨床分離株に対する抗菌力を測定するとともに,内 科領域

における感染症26例 に使用 し下記の結論を得た。

1)臨 床分離株のS.aureus 207株,E.coli 179株,K.pneumoniae 140株,Proteus 199株,

S.marcescens 131株,P.aeruginosa 97株 に対しそれぞれ強い抗菌力が得 られた。

2)本 研究対象の呼吸器感染症患者から分離 された菌株に対して も,強 い抗菌力を示 した。

3)著 効は肺炎2例,有 効は肺炎15例 ・肺炎+胸 膜炎1例 ・肺化 膿症1例 ・急性気 管支炎2

例 ・胆のう炎1例 ・尿路感染症1例,や や有効は肺化膿症1例,無 効は慢性気管支炎および尿路感

染症の各1例 であった。

4)副 作用として発疹が2例 に認められ,投 薬中止後軽快 した。また,ト ランスァミナーゼ上昇

が3例 に認められ,そ のうち2例 は一過性のものであった。

Cefoperazone(CPZ, T-1551)は 本 邦 で 開 発 され た 新

しい セ フ ァ ロス ボ リン剤 で あ り,グ ラ ム陽 性 菌 お よび グ

ラ ム陰 性 菌 に対 し,広 範 囲 の抗 菌 スペ ク トラ ムを 有 し,

下 記 の 構 造 を有 す る(Fig.1)。

特 に,グ ラ ム陰 性 菌 の う ちPseudmms,Entmbuter

お よびindole(+)Proteusで は従 来 の セ フ ァ ロ ス ポ リ

ン剤 よ り優れ て お り,β-lactamaseに 対 し安 定 で あ り,

ほ とん ど代 謝 され ず に尿 中 お よ び胆 汁 中 に高 濃 度 に排 泄

され る とい う1)。

Fig.1 Chemical structure of CPZ

今 回,わ れ わ れ は最 近 の 臨床 分 離株 に対 す るCPZの

最 小 発 育 阻 止 濃 度(MIC)を 測 定 す る と と もに,各 種感

染 症 に 使 用 し,そ の 臨床 効 果 を検 討 し た。

I. 抗 菌 力

1.材 料 お よ び方 法

各 種 臨床 材 料 よ り1978年 に分 離 同 定 され た もの の う

ちStaphylocoms aureus 207株,E.coli 179株,Kleb-

siella pneumoniae 140株,Proteus spp.199株,Serratia

marcescens 131株,Pseudmoms aeruginosa 97株 に対す

るMICを 日本 化学 療 法 学 会 標 準 法2)に 従 い,寒 天 平板

希 釈 法 で 測 定 した。

2. 成 績

各 種 臨床 分 離 株 に 対 す る 抗 菌 力 をTable 1に 示 し

た 。

S. aunusに 対 して50%以 上 は0.78～1.56μg/mlの

範 囲 内のMICを 示 し,29.5%は50μg/ml以 上 のMIC

を示 した。E.coliに 対 して は53.6%は1.56μg/ml以
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Table 3 Laboratory findings

* BLB method (30-85)

下 で,26.3%は50μ9/m1以 上 のMICを 示 し た。K

pnmmoniaeに 対 し ては51.4%は1.56μ9/m1以 下 で,

34.3%は50μ9/m1以 上 のMICを 示 し た。Proteusに

対 して は50%が3.13μ9/m1以 下 で,26.1%が50μ9/

ml以 上 のMICを 示 し た 。S.marcescensに 対 し て は

27.5%は6.25μ9/m1以 下 で,67.2%は50μ9/m1以

上 のMICを 示 した。P.aeruginosaに 対 して は26.8%

は6.25μ9/ml以 下 で,53.6%は50μ9/m1以 上 の

MICを 示 した。

II.臨 床 的 検 討

1.対 象 お よ び投 与 法

対 象 は肺 炎17例,肺 炎+胸 膜 炎1例,肺 化 膿 症2例,

急 性 気 管支 炎2例,慢 性 気 管 支炎1例,胆 の う炎1例,

尿 路 感染 症2例 の計26例 で あ っ た。 年 齢 は18～79歳 。

性 別 は 男性16名,女 性10名 で あ っ た 。投 与量 は1日2

～4g。 投与法は11例 は2g点 滴静注法と1g筋 注また

は静注を併用,他 は静注または1～2時 間の点滴静注を

行なった。

症例一覧表をTable2に 示 した。

2.成 績

臨床効果をみると,肺 炎では著効2例,有 効15例 で,

肺炎+胸 膜炎では有効1例,肺 化膿症では有効,や や有

効各1例,急 性,慢 性気管支炎ではそれぞれ有効2例 お

よび無効1例 であった。胆の う炎 では有効1例 で あっ

た。尿路感染症では有効,無 効各1例 ずつであった。

細菌学的効果をみると,MICの 実施 きれた もの は少

なかったが無効の1例 を除 き12例 に菌の消失をみた。

III.副 作 用

副作用をみる目的で各種臨床検査を実施 し,投 与前後

の主な検査成績をTable3に 示 した。
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3例 に トランスアミナーゼの上昇がみられ,そ のうち

2例 は「過性の上昇であった。また,2例 に発疹が認め

られ投薬中止後軽快 した。

IV.考 案

CPZは グラム陽性菌に対 しては従来のセファロスポ

リン剤に比べ抗菌力は強 くないが,グ ラム陰性菌に対し

ては強い抗菌力を持ち,ま た胆汁中への移行が多い特徴

を有している1)。

われわれの臨床分離株に対するMICを みて もその傾

向 が うか が わ れ る。S.aureusに 対 し て は50%以 上 が

0.78～1.56μ9/m1の 範 囲 内 のMICを 示 す が,50μ9/

ml以 上 の もの も約30%み られ た。E.coli,K.pneumo-

niaeに 対 して は 強 い 抗 菌 力 が 認 め られ,従 来 の セ フ ァ

ロス ポ リン剤 よ りも強 い抗 菌 力 を示 して い た8)。 また,

S.marcescens,P.aeruginosaに つ い て も感受 性 の あ る

株 が 多 く本剤 の特 徴 の一 つ で あ る と思 わ れ た 。

本 研 究 対 象 か ら分 離 され た菌 株 に対 す る抗 菌 力 を み る

と,MIC測 定 を実 施 した もの は少 な い が,H.infiueme,

S.pnemnoniae,K.pnmmoniae各1株 に対 し強 い 抗菌

力を 示 して い たが,H.influenzae1株 は50μ9/m1以 上

のMICを 示 し,自 然 耐 生獲 得 株 か ど うか注 目 され た。

近 年,グ ラム陰 性 菌 感 染 の 増 加 が 注 目 され てお り,副

作 用 の少 な い抗 生剤 の 開 発 が 望 まれ て い る現 在,こ れ ら

グ ラ ム陰性 菌 に対 す る抗 菌 力 の 強 いCPZは,今 後有 望

な抗 生 剤 の 一 つ と考 え られ る。
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The minimal inhibitory concentrations (MIC) of cefoperazone (CPZ, T-1551) was

measured against S. aureus, E. coli, K. pneumoniae, Proteus, S. marcescens and P. aeruginosa

isolated from clinical materials. CPZ was administered to 23 cases of respiratory tract

infections and 1 case of cholecystitis and 2 cases of urinary tract infections (UTI)

1) The MIC values of CPZ against over each 50% of strains of S. aureus, E. coli

and K. pneumoniae were less than 1.56ƒÊg/ml, 50% of strains of Proteus was less than

3.13ƒÊg/ml, while about each 30% of strains of S. marcescens and P. aeruginosa were

less than 6.25ƒÊg/ml.

2) Excellent clinical response was obtained in 2 cases of pneumonia. Good response

was obtained in 16 cases of pneumonia, in 1 case of lung abscess, in 2 cases of acute

bronchitis, in 1 case of cholecystitis and in 1 case of UTI. Fair response was obtained

in 1 case of lung abscess. Poor response was obtained in 1 case of chronic bronchitis

and in 1 case of UTI.

3) As side effect, rash was seen in 2 cases and elevation of transaminase was

seen in 3 cases.


